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　初めて手話に接する人を対象とした「初歩コース」です。
皆さんの参加をお待ちしています。

人権センター 手話教室
9月7日（土）他 10時～11時

■期 9月7日（土）～11月30日（土） ※祝日を除く毎週土曜日
■料 無料　■定 20人（先着順）　■対 高校生以上
■応 糸島市人権センター窓口、電話、FAXのいずれかで
お申し込みください。

■会 ■申 ■問 糸島市人権センター　☎（322）5095　FAX（322）5096

2類（200番台）歴史：210～日本の歴史、280～伝記  など
4類（400番台）自然科学：480～動物学、490～医学  など
9類（900番台）文学：910～日本の文学  など

「分類番号」って何？～図書館での本の住所～

Vol.60

糸 島 市 立 図 書 館

としょかん通信

　「○○の本は、どこにありますか？」と尋ねられることがありま

す。豆知識として「分類番号」を知っていると、探すときおおよそ

の場所が分かり便利です。

　図書館では、本はNDC（日本十進分類法）に基づいて分類・配

置されています。図書館の本の背表紙に貼ってあるラベルの数字

を「分類番号」といい、0類（000番台）から9類（900番台）まであ

ります。これは「本の住所」のようなもので、番号でどんな本なの

か分かるようになっています。

糸島市文化課　☎（332）2093問い合わせ

深江石町遺跡の発掘調査で発見された
「木甲(木製のよろい)」について紹介します。
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深江石町遺跡出土木甲（木製のよろい）

●問い合わせ

糸島市図書館　　　　 ☎（321）1432　       糸島市図書館　　　　 ☎（332）2118　 糸島市図書館 　　　　☎（332）2119本館 二丈館 志摩館FAX（321）1632

ホームページ
10月から
リニューアル

●8月12日（月・休）　全館
●8月13日（火）～15日（木）　二丈館・志摩館

※休館中でも電子書籍は利用できます。
初めてログインする人は、図書館に
ご相談ください。

後胴 裏後胴 表

図書館の棚には、「分類番号」
の表示があります。本の住所
が分かったら、お目当ての本
を探してみませんか？　本を
探すのは宝探しのようで、ワ
クワクしますよ。
探しても見つからないときは、
気軽に職員にお尋ねください。

糸島市立図書館 お盆期間中の休館日

電子書籍
サービス

9類の棚
（小説などはこの棚）

▲本の背表紙のラベル

　9月は世界アルツハイマー月間です。この機会に「我がご
と」として認知症についての理解を深めませんか？ 市では、
「認知症サポーター養成講座」をはじめ、認知症タッチパネ
ル体験会、情報ブース設置、無料相談会など認知症関連の
企画を実施します。

認知症について、知って・聞いて・学ぼう
9月12日（木）

■会 糸島市役所 市民ホール　■料 無料
■申 ■問 糸島市介護・高齢者支援課　☎（332）2070

　パーソナルカラーとは、その人の肌や瞳、髪の色に調和し、
その人の良さを引き立てる色のことです。
　自己診断をしたことがある人は多いかもしれませんが、自
分を客観的に診断するのは簡単ではありません。この講座
では、プロの目線で、あなたに似合う色を提案します。
　パーソナルカラーを知って、この秋、メイクを楽しんでみ
ませんか。

パーソナルカラー＆メイクアップ講座

■時 ①10時30分～11時50分、②11時30分～12時50分
■対 20～39歳の独身女性　■料 無料　■締 9月13日（金）
■会 糸島市役所1階 会議室101・102
■応 市ホームページから申し込み
※申込時に①または②の時間帯を選択してください。
　講座内容は同じです。

■持 詳細は市ホームページをご覧ください。
■問 いとしま出会いサポートセンター　☎（334）1098
※電話受付時間（金・土・日曜日）10時～19時

9月16日（月・祝） 

　東アジアの次世代を担う子どもたちによる絵の交流を通
じ、3カ国間の相互理解と教育・文化事業の発展を目指す
NPO法人 社会教育団体ベルポ会による展覧会です。古代
より中韓との関わりが深い糸島で、糸島市入賞作品、県内の
入賞作品と各国の子どもたちが描いた鮮やかな絵画100点
が並びます。

第12回日中韓児童友好絵画展 糸島展
9月14日（土）～16日（月・祝） 9時～17時

★ 入館は16時30分まで
　※初日は15時から、最終日は15時まで
　　（入館は14時30分まで）
■会 伊都郷土美術館　■料 無料
■問 糸島市文化課　☎（332）2093

● 認知症サポーター養成講座
　 ■時 10時～12時（受付9時30分～）
　 ■定 40人（先着順）　■持 筆記用具　■応 電話で申し込み

● 弁護士と地域包括支援センター職員による
　 無料相談会
　 ■時 13時30分～15時30分
　 ■応 不要（当日の来場順にご案内します）
　 【内 容】 認知症や介護、成年後見制度に関する
 相談など

【講 師】 坂本 こずえさん（色彩検定1級・パーソナルカラリスト）
 築地 紗智子さん（Make_Studio代表）

【講 師】糸島市聴覚障害者協会
【手話通訳】糸島手話の会

坂本 こずえさん 築地 紗智子さん

9月6日（金） 14時～16時30分

 「お酒の飲み方で失敗したことがある」「やめたいのにどう
してやめられないのだろう」「やめてもらうにはどう接したら
いいの」など、心当たりのある人の参加をお待ちしています。

依存症研修会

■会 福岡県糸島総合庁舎2階 大会議室（浦志2-3-1）
■料 無料　■定 30人程度（個別相談は先着4人）
■応 電話で申し込み　■締 8月30日（金）
■申 ■問 糸島保健福祉事務所 健康増進課 

精神保健係　☎（322）3326

【内 容】
● 倉光病院精神科医師による講話
  「依存症の基礎知識とその対応方法」
● アルコール依存症自助グループメンバーの体験談
● 保健所職員による個別相談（15分程度）
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